
ためです。その花が終わると花茎は折れ曲がり、大切な先端を

低い位置に隠します。種が熱すと花茎は再び上へと伸び、綿幅

子を花のときよりも高く掲げて種を風に乗せます。 周りの草が

茂るころタンポポは葉を落とし休眠に入ります。 根の差分で再

ひ葉を出すのは、 周りの草が枯れる晩秋です。風で散布された

種が発芽するのもそのころですOそれが、長い茎を持たない草、

タンポポの生き方です。もっともそれはカントウタンポポと呼

ばれる在来種の話です。

セイヨウタンポポなどの外来種は草にも種にも夏眠する習性

がないため、 周りの草に光を奪われる場所では生きられませ

ん。 その代わり、たくさんの軽量な種を受粉なしで作ることが

できるので、背の高い草が生えない道ばたや広場に進出できま

す。井の頭公園に外来タンポポが、多いのは、そういう環境が多

いからです。外来種はつぼみの総萄片 (ガクのように見えるも

の〉 が反り返るので見分けられます。なお近年の研究で、 外来

種に見えるタンポポのほとんどに在来種の遺伝子が、混じってい

ることが分かったそうです。

井の頭公園でカン トウタンポポが多く見ちれるのは、タやけ

橋上流の三角広場の対岸ですO 隣接するマンションの敷地にた

くさん残っていたため、そ乙か

ら種が飛んで来たのです。 しか

し在来タンポポが生えられる場

所は減り続けています。 昔なが

ちの環境を残す役割を今後は公

園が担ってほしいと思います。

?ー可33Lィ榊人々ミ。

在来種の生える場所
ポピュラーな野草ですが、花と綿帽子 〔果実の集まり〕の時

期以外の姿を知る人は多くありません。年聞を通して観察す

れば、 ζの草の生きる工夫の数々が見えてきます。

冬のタンポポは右の写真のように地面に平たく葉を広げて

いますO 周りに日光を遮る草がない聞に光合成をして養分を

根に蓄えるのです。その中心ではつぼみが、徐々に育っていま

す。春、葉が起き上がり、 膨らんだつぼみを付けた花茎が葉

よりも高く伸びます。虫に花を目立たせ桔粉を運んでもらう

あんぐりと大きな口を開けた男の子、

よしお君の口が人形劇の舞台です。よし

お君はバナナやチョコレートなどの甘いも

のが、大好き。おやつをし1っぽい食べたら、

ぞのまま眠ってしまいました。

「よしお君は大切なことを忘れていま

す。それは何でしょうjとち ちゃんさん

が尋ねると、見ていた子どもたちがIはみがき リと声をそろえました。
口のなかでは虫歯菌が大暴れ。そこに登場したはみがきマンが、虫歯菌

をやっつけてしまいました。

ちーちゃんさんは人形劇団から独立して3年、いまはフリーの人形遣い
として舞台に立つほか、井の頭公園で「は

みがきマンJを上演しています。人形のなか
で人形劇が行われるユ二クな設定の舞台

や登場する人形はすべてちーちゃんさんの手

作りです。以前に保育園で働いていた経験

から、「子どもたちが、楽しみながらためにな

る人形劇にしたい。お父さん、お母さんに

も見ていただきたいJと話します。

1IIi1l:l包董~~尻竜llit.
~ 一一
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井の頭自然文化圏

E週
・『ありがとう熱宇野鳥温室 since1962J 
熱帯鳥温室は長い時を経て、老朽化も進み、近いう
ちに引退の時期を迎えます。そこで、 50周年を迎え
た熱帯鳥温室にこれまでの感謝を込めて企画展を開
催します。

2012年12月18日(火)-2013年3月31日(日)
場所:i動物園 (本国) 熱情鳥温室1階

貴闘園時間1時間延長
ゆっくり楽しんでいただけるよう開園時閣を延長します。

(入園5時まで、閉園6時)
3月30日(土)、 31日(日)、 5月3日(金・祝)-6日(月・祝)

女無料開園

どなたでも入園料無料でお入りになれます。
5月4日(土)みどりの目、 17日(金)開園記念日

小田原湾(おだわらみお)融者・ライタ。 フィルドは多摩。三鷹市在住.

詳し<Iitホームページをこ覧ください。h世p:1川 ww.tokyo・zoo.netlzoo/ino/index.html

井の頭かんさつ会

-第94固『樹形と樹皮J3月 24日(日)10 : 00 -1 2 : 00 
・第95固『花J 4月21日(目)10 : 00 -1 2 : 00 
・第96固『野鳥J 5月 3日(金・祝)早朝(時間未定)

事前申し込みが必要です。
詳細や申し込み方法I孟HP h世p:llwww.kansa也ukai.netlに載せます。

カ
イ
ツ
ブ
リ
が
1
羽
だ
っ
た
井
の
頭
池
に
、
昨
年
末
ご
ろ

カ
ッ
プ
ル
と
若
鳥
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
飛
来
は
そ
の
後
も

続
き、

1
月
剖
日
に
は
さ
ら
に
2
羽
増
え
て
い
ま
し
た
。

お

茶
の
水
池
を
縄
張
り
に
し
た
カ
ッ
プ
ル
に
追
い
払
わ
れ
、
他

削

の
4
羽
は
ボ
l
ト
油
と
弁
天
池
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
冬

山

越
し
だ
貯
の
た
め
に
滞
在
す
る
カ
イ
ツ
ブ
リ
は
縄
張
り
意
識

伽

を
持
た
な
い
の
で
共
存
が
可
能
で
す
0
6
羽
で
頑
彊
っ
て
ブ

悶

ル
1
ギ
ル
の
稚
魚
を
捕
っ
て
食
べ
て
く
れ
れ
ば
外
来
魚
問
題

仰

は
改
善
す
る
の
で
す
が
、
彼
ら
は
や
は
り
在
来
生
物
が
好
き

h

な
よ
う
て

捕
っ
て
い
る
の
は
主
に
そ
ち
ら
で
し
た
。

叩

2
月
山
日
の
調
査
で
は
、
冬
越
し
粗
の
う
ち
2
羽
が
姿
を
梢

叫

し
、
カ
ッ
プ
ル
は
行
動
範
囲
を
ボ
l
ト
池
の
中
ほ
ど
ま
で
広
げ

M

て
い
ま
レ
た
。
カ
ッ
プ
ル
の
仲
は
良
い
よ
う
で
す
が
、
楽
に
子

判

育
て
が
で
き
る
ほ
ど
の
在
来
生
物
が
池
に
い
ま
せ
ん
。

M

定
着
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
い
な
く

な
っ
て
分
か
っ
た
の
は
、
じ
つ

に
多
く
の
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
新
天

地
を
求
め
て
移
動
し
て
い
る
こ

と
で
し
た
。
彼
ち
は
皆
、
井
の

頭
池
が
良
く
な
る
の
を
待
っ
て

い
ま
す
。

力イツブリl立、得意の
潜水で小魚やエピを捕ま
える、小さな水鳥です。
池や1111こ力ツプルで縄蛋
りを作って暮らし、子育

て曜をします。
井の頭かんさつ会 田中利秋

[…一※3パ7下il'J<DllD:I.Jか~引寸001は草開催しません。特例で~氾~~火~]]は孟閲催します。 」

“はな子"66歳のお祝い会

アジアゾウの“はな子"は、今年、 66歳になりました。人の66歳

はめずらしくありませんが、日本の動物園のゾウでは最長寿記録です。

去る1月20目、800人もの来園者のみなさまとともに66歳をお祝い

する会を開催しました。ご公務でお忙しい中、会には邑上守正武蔵野

市長、清原慶子三鷹市長、タイ王国大使館臨時代理大使も参加して

いただきました。さらに特別ゲストがはるばるタイから駆け付けてくれ

ました。 1949年に日本に“はな子"を贈ってくれた恩人ソムアン・ サ

ラサスさんの息子さんで、あるシナヴ‘ァスさんご一家で、す。はな子の元

気な様子をみてシナヴ、ァスさんは、はな子がますます長生きしてタイと

日本の友好に貢献してほしいとおっしゃっていました。

井の頭自然文化園園長成島悦雄

20日年(平成25年)3月1日
.編集ー発行

いのきちさん編集委員会
編集長川井信良
東京都三鷹市上連雀1-12-17
株式会社文伸気付
電話0422-60-2211
FAX  0422-60-220日
メールinokichi@bun-shln.cojp
・協力
東京都西部公園緑地事務所
東京都井の頭自然文(己園
井の頭恩賜公園l医再考有委員会
NPO法人みたか都市紛古協会
武庫野市観光推進機構

.制作支援

株式会社文伸/ぷんしん出版

か
つ
て
コ
イ
太
郎
を
助
け
た
イ
シ
ガ
メ
の
カ
メ

吉
は
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
か
ら
コ
イ
太
郎
と
隅
田
川
で

出
会
っ
た
話
を
聞
き
ま
し
た
。
自
分
も
何
と
か

池
の
外
へ
出
て
み
た
い
と
話
し
て
い
る
ど
、
カ
ル

ガ
モ
が
「
ま
か
せ
て
お
け
よ
と
言
っ
て
、
背
中

に
カ
メ
吉
を
乗
せ
、
御
殿
山
を
ど
ん
ど
ん
進
み

ま
し
た
。
玉
川
よ
水
ま
で
や
っ
て
来
る
と
「
こ
の

上
流
に
は
君
の
知
ら
な
い
世
界
が
い
っ
ぱ
い
だ

よ
。
」
と
言
っ
て
、
カ
メ
吉
を
そ
っ
と
降
ろ
し
て
く

れ
ま
し
た
。

せのうさちこ 1975年盛司市で生まれる。 d唱で三鷹へ転校。
アニメ動画から絵本に進む。三贋市在住。

絵
ど
文

せ
の
う
き
ち
こ



井の頭芝.腸公|習の歩みE適量舗ご

桜江
の戸
花時
は;イ勺
咲の
い井
ての
い頭
7こ、
ワ

井
の
頭
公
園
と
い
え
ば
、

都
内
有
数
の
桜
の
名
所
。
七

井
橋
の
東
側
の
京
l
ト
型

を
染
井
吉
野
が
ぐ
る
り
と
囲

み
、
水
面
が
桜
色
に
染
ま
り

ま
す
。
そ
の
幽
玄
な
光
景
に

惹
き
つ
け
ら
れ
、
近
隣
は
も

と
よ
り
遠
方
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
、
日
夜
た
い

そ
う
賑
わ
い
ま
す
。
そ
ん
な

井
の
頭
名
物
の
桜
で
す
が
、

江
戸
時
代
は
ど
う
だ
つ
た
の

で
し
ょ
う
か
?

寛
永
十
三
年
、
井
之
頭
弁
天
堂
の
境
内
に
百
本
の
桜
を

植
え
た
の
は
、
三
代
将
軍
の
徳
川
家
光
。
寛
永
八
年
の
皐

越
(
か
ん
ば
っ
)
の
水
加
持
で
御
利
益
が
あ
り
、
宮
社
を

建
て
て
桜
も
植
え
た
と
い
う
の
で
す
。
『
神
田
御
上
水
源
井

之
頭
弁
財
天
略
縁
起
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
略
縁
起
』
は
弁
財
天
の
持
ち
寺
で
あ
る
大
量
守
の
私
的

な
記
録
で
公
的
な
史
実
と
は
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
井
の

頭
の
桜
に
触
れ
た
最
も
古
い
記
述
で
す
。
寛
永
十
五
年

(
1
7
7
2
)
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
「
境
内
」
の
範
囲
が
分
か
ら
な
い
の
で
単
純
に

比
較
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
約
4
5
0本
(
西
部
公
園
緑

地
事
務
所
2
0
0
9年
調
べ
)
の
四
分
の
一
弱
と
は
い
え
、

充
分
に
見
応
-
え
か
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の
書
物
を
い
く
つ
も
組
解
い
て

も
、
桜
の
記
述
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
大
田
南
畝
の
『
遊

井
頭
源
記
』
し
か
り
、
古
河
古
松
軒
の
『
四
神
地
名
録
』
し

か
り
、
斎
藤
幸
成
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
し
か
り
。
歌
川

広
重
が
残
し
た
井
の
頭
弁
天
の
浮
世
絵
2
枚
に
も
、
い
ず

れ
私
援
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
口

私
が
探
し
た
範
囲
で
す
が
、
唯
一
見
つ
け
た
の
は
、
府

中
市
郷
土
の
森
博
物
館
所
蔵
の
『
小
金
井
府
中
六
社
井
の

頭
弁
天
画
帖
』
の
三
連
作
の
一
枚
『
井
の
頭
』
で
す
。
現
在

は
大
盛
寺
が
建
っ
て
い
る
丘
に
、
花
盛
り
の
桜
が
点
々
と

描
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
主
流
の
染
井
吉
野
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
り
で

人
工
的
に
開
発
さ
れ
て
広
ま
っ
た
の
で
、
家
売
が
植
え
た

の
は
山
桜
の
種
類
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
寿
命

は
1
5
0
3
2
0
0年
な
の
で
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い

る
桜
は
、
家
光
が
植
え
た
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
四
月
の
十
五
日
に
一
番
近
い
日
曜
日
に
弁
天

堂
で
行
わ
れ
る
「
大
祭
」
も
、
家
光
の
水
加
持
以
来
続
く

伝
統
的
な
行
事
で
す
。
今
年
は
巳
年
。
十
二
年
に
一
度
の

弁
天
様
の
ご
開
帳
も
あ
り
ま
す
。
お
見
逃
し
な
く
!

安
田
知
代
(
や
す
だ
と
も
よ
)

編
集
者
・
ラ
イ
ヲ
l
。

「井
の
頭
公
園
*

吉
祥
寺
田
和
却
・
相
年
』
編
著
。

ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
プ
ッ
ヲ
」
『
懐
か
し
の

ギ
ン
グ
と
犬
の
散
歩
と
ゴ
ミ
拾
い

一
石
三
鳥
と
言
う
元
世
界
チ
ャ
ン
プ

輪
島
功
一
(
三
鷹
市
在
住
)

井
の
頭
公
園
で
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
元
世
界
チ
ャ
ン
プ
を
見
た
人
は
多
い
。

元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
輪
島
功
一
さ
ん
(
的
歳
)
だ
。

1
9
7
7
(昭
和
臼
)
年
、
三
鷹
市
牟
礼
に
新

居
を
構
え
て
か
ら
井
の
頭
公
園
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
コ
ー
ス
と
な
っ
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
め
て
、
急
に
何
も
し
な
く
な
る
と
ダ
メ
な
ん
だ
よ
。
徐
々
に
体
を
慣
ら
し
な
が
ら
落
と
し
て

い
か
な
い
と
ね
。
そ
れ
で
、
犬
の
散
歩
と
合
わ
せ
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
た
ん
だ
よ
。
つ
い
で
に
ゴ
ミ
拾
い
も
ね
。

こ
れ
を
一
石
三
鳥
と
一
言
っ
て
い
る
ん
だ
。
ハ
ハ
ハ
。

始
め
た
当
時
は
ゴ
ミ
が
多
く
て
ね
、

3
袋
ぐ
ら
い
す
ぐ
一
杯
に
な
っ
た
。
公
園
に
ゴ
ミ
箱
が
あ
っ
た
頃
は
そ
こ

に
捨
て
た
ん
だ
け
ど
、
い
つ
の
間
に
か
ゴ
ミ
箱
が
無
く
な
っ
て
ね
、
家
庭
の
ゴ
ミ
を
捨
て
る
馬
鹿
野
郎
が
い
る
せ

い
で
無
く
し
た
ら
し
い
け
ど
、
そ
れ
か
ら
は
自
宅
ま
で
持
っ
て
帰
っ
て
い
る
よ
。
で
も
、
最
近
は
ゴ
ミ
が
減
っ
た
ね
。

ゴ
ミ
に
関
し
て
は
世
の
中
い
い
方
に
変
わ
っ
た
な
。

私
は
ね
、
伺
事
も
基
本
が
大
事
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
人
生
の
基
本
、
仕
事
の
基
本
ね
。
人
の
せ
い
に
し
な
い
。

自
分
で
出
来
る
こ
と
は
白
分
で
す
る
。
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
を
守
る
。
学
歴
で
勝
負
し
な
い
。
親
は
子
ど
も
を
し
っ

か
り
摸
け
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
皆
に
言
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
今
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
人
や
態
度
で
示
す
人

が
あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
。

だ
い
ぶ
前
だ
け
ど
、
玉
川
上
水
に
道
路
を
作
る
と
い
う
計
画
(
注
1
)
が
あ
っ
て
、
言
っ
て
や
っ
た
ん
だ
よ
「
こ

ん
な
い
い
と
こ
ろ
に
道
路
を
作
る
な
パ
カ
ヤ
ロ
l
、
金
儲
け
ば
っ
か
り
考
え
る
な
」
っ
て
ね
。
井
の
頭
公
園
や
玉

川
上
水
は
大
事
に
し
な
き
ゃ
。
都
会
の
中
の
い
い
所
な
ん
だ
か
ら
。
ゴ
ミ
拾
い
も
そ
う
い
う
流
れ
な
ん
だ
。
た
だ
、

犬
(
注
2
)
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
、
前
ほ
ど
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
。
(
談
)

(
元
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
W
B
A
-
w
B
C
ス
ー
パ
ー
ウ
ェ
ル

タ
l
級
世
界
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
、
現
在
輪
島
功
一
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
会
長
)

(
文
・
写
真

川
井
信
良
)

(注
1
)
1
9
6
5
(昭
和
的
)
年
、
淀
橋
浄
水
場
の
廃
止
に
よ
り
、

玉
川
上
水
の

一
部
が
暗
渠
化
さ
れ
た
り
、
道
路
や
駐
輪
場

に
す
る
と
い
う
計
画
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
-な
動

き
に
対
し
て
、
流
域
各
地
で
住
民
に
よ
る
玉
川
上
水
の
保

全
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

(注
2
)
い
つ
も
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
た
シ
ェ
パ
ー
ド
犬

『
デ
カ
』
が
2
0
1
3年
1
月
に
亡
く
な
る
。
U
歳

6
ヵ月。

安
田
知
代

施実のtAV か
j

|

池

田

i
E
1
 

m
似

錆

月

併

曲

目
別
一
端

U
A川
附

加

加

哨

畠

…
地
域
の
人
た
ち
と
の
連
携
で

…

…
「
か
い
ぼ
り
」
計
画
を
検
討

こ
れ
ま
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
伝
え
し
て
き
た

よ
う
に
、
井
の
頭
池
の
水
を
抜
き
、
外
来
種
の
生

物
を
取
り
除
く
「
か
い
ぼ
り
」
が
平
成
部
年
度
の
冬

場
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
施
に
向
け
て

昨
年
末
、
公
園
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
し
て
い
る

市
民
団
体
や
周
囲
の
町
会
な
ど
の
方
々
が
集
い
、

第

l
回
「
検
討
会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
「
か
い
ぼ
り
」
は
西
部
公
園
緑
地
事
務
所

が
、
地
域
の
方
々
と
丁
寧
に
合
意
を
形
成
し
な
が

ら
一
緒
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
「
検
討
会
」
を
重
ね
な
が
ら
実
施
し

て
い
く
そ
う
で
す
。

昨
年
末
の
「
検
討
会
」
で
は
、
参
加
者
か
ろ
共
感

や
前
向
き
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自

然
の
力
を
か
り
で
池
の
浄
化
を
進
め
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
の
共
有
も
で
き
た
ど
の
こ
と
。

江
戸
時
代
の
水
道
だ
っ
た
神
田
川
へ
の
影
響
も

考
慮
し
つ
つ
、
具
体
的
な
日
程
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
立
て
て
い
く
そ
う
で
す
。
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祖霊正証~~司[Iþ恒沼::::J，明白調::::5l'ßill回民主彊開-五J:.~j出z
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i rいのきちさんm鵬やお問合せはメールでも受付けています。;
i 園 inokichi@bun州~:.~~:.J.P'................................. .. .. . .. .. ..j

0=室長会
『いのきちさん』を置いていただける所在募集しています。 .~三百三J

WL、のうτ;すん』につい7
都立井の頭恩賜公園が2017年5月に開園100周年
を迎えます。 『いのきちさんJは、もうすぐ100歳を迎える
井の頭公園に、感謝の気持ちを込めて、地域の市民と企

業と団体の協力により発刊された100周年カウントダウン

新聞です。名称は井の頭公園の「いのJ、隣接する吉祥寺
の「きちJ、井の頭池が市内となる三鹿市の三「さんjを
並べたものです。(奇数月1日の隔月発行です)


